
賠償額が
9,000万円を
超えたケースも

令和2年

10月1日
から

自転車損害賠償
責任保険等に
加入してください

加入している保険会社などに
補償内容を確認してください

　
県
内
で
は
、
全
て
の
交
通
事
故
件
数
に
占
め
る
自
転

車
事
故
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
他
県
で
は
、
小

学
生
が
起
こ
し
た
自
転
車
事
故
で
、
お
よ
そ
9
5
0
0

万
円
も
の
賠
償
命
令
が
出
さ
れ
た
事
例
な
ど
、
数
千
万

円
に
及
ぶ
高
額
な
賠
償
命
令
が
出
さ
れ
た
事
例
が
見
ら

れ
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
県
が
制
定
し
た
「
山
梨
県
自
転
車
の

安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
に
は
、

自転車損害賠償責任保険等への加入義務対象者
自転車利用者
自転車を利用する未成年者を監護する保護者

個　人
保険加入状況チェックシート

自転車貸付事業者
従業者に自転車を利用させる事業者

事業者

事業者向けの保険 保険の概要

※業務で自転車を利用した際に起こした事故は、個人賠償責任保険では補償されま
せん。事業者が事業用の賠償責任保険に加入する必要があります

※自転車損害賠償責任保険等とは、自転車利用中の事故により相手の生命、身体が
害された場合の損害を補償することができる保険、共済のことです

施設賠償責任保険

TSマーク付帯保険

個人向けの保険 保険の概要

自転車損害賠償責任保険等の種類一覧

個人賠償
責任保険

団体保険

共済（全労済、県民共済など）

TSマーク付帯保険

クレジットカードの付帯保険

自転車利用者向け保険

自動車保険の特約

火災保険の特約

傷害保険の特約

会社などの団体保険

PTAの保険

自転車事故に備えた保険

自動車保険の特約で付帯した保険

火災保険の特約で付帯した保険

傷害保険の特約で付帯した保険

団体の構成員向けの保険

PTAや学校が窓口となる保険

全労済、県民共済など

自転車の車体に付帯した保険

クレジットカードに付帯した保険

業務遂行中の事故に備えた保険

自転車の車体に付帯した保険

　
自
転
車
は
「
く
る
ま
」
の
仲
間
で
す
。

自
転
車
事
故
防
止
の
た
め
に
は
、
自
転

車
利
用
者
が
「
く
る
ま
」
の
運
転
者
と

し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

る
と
と
も
に
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の

装
備
や
事
故
被
害
軽
減
器
具
を
使
用
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
条
例
で
は
、
自
転
車
の
側
面
に
反
射

器
材
を
備
え
る
、
子
ど
も
用
座
席
に
乗

せ
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
ベ
ル
ト
を
着
用

す
る
、
普
段
か
ら
自
転
車
の
点
検
・
整

ま
ず
は
事
故
防
止
！

自
転
車
を
安
全
か
つ
適
正
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

自転車損害賠償責任保険等に
加入しています

自転車損害賠償責任保険・共済に加入していますか？

現在加入中の保険（14ページの表を参照）に
自転車損害賠償責任保険の内容がついていますか?

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

わからない

わからない

いいえ

条例普及のための
ロゴマークを作成しました

　県では、「山梨県自転車の安全で適正な利用の促進
に関する条例」の普及を図るため、武田菱丸くんをマス
コットとしたロゴマークを作成しました。多くの方の目に留
まるよう、このロゴマークを活用したチラシやポスターを作
成し、県内の学校や地域、自転車販売店などに配布、啓
発を行うことで、自転車の安全で適正な利用の推進に向
けた取り組みを進めていきます。 利用する自転車に

TSマーク付帯保険は
ついていますか？
※有効期間に注意

　今
年
4
月
に「
山
梨
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
条
例
は
、自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
等
へ
の
加
入
義
務
化
な
ど
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、県
民
の
皆
さ
ん
に
、自
転
車
を
安
全
に
、安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

自
転
車
を
利
用
す
る
方
な
ど
は
、
10
月
1
日
か
ら
自

転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
等
へ
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
加
入
す
べ
き
保
険
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
既
に
加
入
し
て
い

る
自
動
車
保
険
や
火
災
保
険
な
ど
の
特
約
と
し
て
付
帯

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
15
ペ
ー
ジ
の
保
険

加
入
状
況
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
を
参
照
し
、
ま
ず
は
ご
自
身

の
保
険
の
加
入
状
況
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

備
を
行
う
な
ど
、
安
全
で
適
正
な
利
用

に
努
め
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
県

内
で
は
、
自
転
車
走
行
中
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
用
、
イ
ヤ
ホ
ン
な
ど
を
つ
け
た
ま

ま
で
の
走
行
、
並
進
な
ど
の
行
為
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
法
令

上
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
へ
の
取

り
組
み
を
、
家
庭
、
職
場
、
学
校
、
地

域
な
ど
で
進
め
、
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

新しい条例ができました 「山梨県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」

【問い合わせ先】交通政策課  TEL 055-223-1353  FAX 055-223-1335 山梨県　自転車　条例

自
転
車
利
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の

保
険
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義
務
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ま
す
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飲酒運転
ヘルメット着用

ベルト着用

反射器材の装備

並走運転

ながら運転
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